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事業名　要望の要旨

遺跡の整備と保存（教育委員会事務局）

地域の歴史と文化を生かした街づくり

のために，埋もれた地域の遺跡・旧跡・

名所などを掘り起こし，整備・保存して

ほしい。

また，地域の歴史がわかる散策コース

をづくり，道路・看板などを整備して，

高齢者・障害者の方も安全に散策できる

よう工夫してほしい。

日吉台地下壕の整備保存

（教育委員会事務局）

連合艦隊司令部跡の日吉台地下壕を

史跡として保存整備し，見学コース設

定や戦争の実像を伝える品々の保存・

展示をお願いしたい。

郷土資料館の建設（教育委員会事務局）

如土の歴史がわかる郷土資料館を身近

な所に建設してほしい。

回答

地域の遺跡・旧跡等の保存や歴史散策コースの整備につ

いて，今後，検討していきます。

様浜市港北区民会議の要望にたいする回答を、
同会議に参加している寺田事務局長から、
みせていただきました。

近代化遺産の基本的な分布調査を検討している段階で，

価値判断がこれらの課題であるため，取り扱いについて関

係機関と協議していきます。

「特色あるテーマ資料館」の全体構想を策定する段階で，

検討していきます。
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第
四
回

横
浜
・
川
崎
平
和
の
た
め
の

戦
争
展
開
催
に
あ
た
っ
て

実
行
委
員
長
亀
岡
敦
子

昨
年
は
戦
後
五
〇
年
目
の
節
目

と
し
て
の
様
々
な
取
り
組
み
が
、

日
本
各
地
で
な
さ
れ
ま
し
た
。
新

聞
、
テ
レ
ビ
、
雑
誌
等
も
特
集
を

組
み
、
沢
山
の
本
も
出
版
さ
れ
ま

し
た
。
あ
の
大
戦
の
実
相
を
明
ら

か
に
し
、
平
和
な
未
来
を
希
求
す

る
気
運
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
今
年
は
ま
る
で
ブ
ー
ム
が

去
っ
た
か
の
よ
う
に
、
マ
ス
コ
ミ

も
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
よ
う
と
は

し
ま
せ
ん
。
私
た
ち
「
横
浜
．
川

崎
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
実
行

委
員
会
は
、
こ
の
戦
争
展
を
「
記

念
の
年
の
記
念
の
行
事
」
に
終
ら

せ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
を
四
年
前
か
ら
、
横
浜
と
川

崎
で
交
互
に
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
も
そ
の
ま
ま
継
続
し
て

行
な
い
ま
す
。

－
　
　
私
は
今
年
の
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
の
実
施
要
項
を
、
こ
の

よ
う
に
書
き
始
め
ま
し
た
。
昨
年

は
地
下
壕
保
存
の
会
と
し
て
、
初

め
て
署
名
運
動
に
取
り
組
み
、
一

万
七
千
名
近
く
の
方
々
に
署
名
し

て
頂
く
と
い
う
、
思
い
も
か
け
ぬ

大
き
な
反
響
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
具
体
的
な
形
を
見
る
ま

で
は
、
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

焦
ら
ず
、
た
ゆ
ま
ず
歩
い
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。四
年
前
か
ら
横
浜
と
川
崎
で
交

互
に
開
催
し
て
き
た
「
横
浜
・
川

崎
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
も
同

じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
回
を
重

ね
る
こ
と
で
、
新
聞
も
注
目
し
、

毎
回
楽
し
み
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
方
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
今
年

は
、
初
め
て
横
浜
市
の
中
央
で
の

開
催
と
な
り
．
ま
す
。
横
浜
駅
西
口

に
あ
る
「
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ

ー
（
旧
県
政
総
合
セ
ン
タ
ー
）
」

が
開
催
場
所
で
す
。
展
示
場
も
広

く
、
交
通
の
便
も
良
い
の
で
、
内

容
を
更
に
充
実
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
要
項

を
読
ん
で
頂
け
る
と
お
解
り
で
し

ょ
う
が
、
今
年
の
講
演
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
は
、
保
存
運
動
に
実
際
に

携
わ
っ
て
い
る
方
々
や
、
専
門
家

を
お
招
き
し
ま
し
た
。
九
月
二
一

日
か
ら
二
三
日
ま
で
の
三
日
間
で

す
が
、
一
．
人
で
も
多
く
の
方
を
お

誘
い
下
さ
っ
て
、
お
越
し
下
さ
る

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
か
ら
お
寄
せ
頂
く
賛
同
金
が

運
営
費
の
大
部
分
を
し
め
ま
す
。

今
年
も
、
是
非
ご
協
力
下
さ
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
4
回
横
浜
・
川
崎

平
和
の
た
め
の
戦
争
展

日
時
と
予
定

展
示
九
月
二
一
日
（
土
）
一
時
～
五
時

二
二
日
二
日
こ
一
〇
～
五
時

二
三
日
（
祝
）
一
〇
～
五
時

講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
朗
読

二
一
日
（
土
）

朗
読大
原
穣
子
氏

方
言
で
読
む
憲
法
九
条

今
野
鶏
三
氏

き
け
わ
だ
つ
み
の
声
は
か

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：

若
者
に
よ
る
発
表

二
二
日
（
日
）

講
演
‥
菊
池
実
氏

（
埋
蔵
文
化
財
研
究
家
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
：

保
存
の
現
状
と
課
題

二
三
日
（
祝
）

講
演
：
十
菱
駿
武
氏

（
山
梨
学
院
大
教
授
。
）
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日
吉
台
地
下
壕
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た
め
に

幹
事
喜
田
美
登
里

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
は

今
年
九
月
の
開
催
で
四
回
目
に
な

る
。
展
示
を
充
実
し
た
も
の
に
す

る
た
め
に
、
先
日
の
幹
事
会
で
は
、

手
持
ち
の
パ
ネ
ル
（
ほ
と
ん
ど
が

拡
大
コ
ピ
ー
を
厚
紙
で
裏
打
ち
し

た
も
の
）
を
整
備
す
る
こ
と
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
を
組
ん
で

保
存
の
会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ビ
デ

オ
を
夏
に
作
製
す
る
事
等
が
話
し

合
わ
れ
た
。

三
回
ま
で
の
「
戦
争
展
」
で
頂

い
た
感
想
の
中
に
は
、
「
地
下
壕

等
の
事
実
を
知
る
事
が
で
き
、
良

い
展
示
で
あ
っ
た
」
と
言
っ
た
多

く
の
文
に
混
じ
っ
て
、
必
ず
、

「
資
料
が
わ
か
り
に
く
い
、
展
示

が
雑
で
あ
る
」
等
の
意
見
が
見
ら

れ
る
。
保
存
の
会
の
手
持
ち
の
資

料
や
写
真
の
山
を
前
に
ど
う
展
示

す
る
か
呆
然
と
し
て
い
た
第
一
回

の
事
を
思
え
ば
、
四
回
日
を
迎
え

る
現
在
、
小
池
汪
氏
製
作
の
写
真

パ
ネ
ル
が
あ
り
、
そ
の
他
の
写
真

も
額
に
整
理
さ
れ
て
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
に
貸
し
出
し
で
き
る
よ
う

に
も
な
り
、
「
日
吉
台
地
下
壕
」

の
保
存
を
訴
え
る
展
示
品
は
確
実

に
整
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
た
だ
、

手
作
り
の
資
料
パ
ネ
ル
が
何
回
か

使
う
間
に
痛
ん
で
き
た
事
と
、
わ

か
り
や
す
い
構
成
と
、
順
に
見
て

回
る
展
示
会
に
ふ
さ
わ
し
い
文
字

と
適
切
な
重
の
資
料
パ
ネ
ル
が
必

要
と
思
え
る
事
か
ら
、
少
し
ず
つ

で
も
手
直
し
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。
模
型
の
作
り
直
し
も
こ
れ
か

ら
の
課
題
と
し
て
、
先
程
の
幹
事

会
で
話
し
合
わ
れ
た
。

日
吉
台
地
下
壕
は
私
た
ち
の
取

り
組
み
次
第
で
も
っ
と
沢
山
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
戦
争
展
参
加
者
に
語

っ
て
行
く
と
思
う
。
こ
ん
な
ふ
う

に
言
う
の
は
私
自
身
が
、
「
戦
争

を
知
ら
な
い
」
ア
ダ
ル
ト
・
チ
ル

ド
レ
ン
で
、
「
歴
史
健
忘
症
」
と

言
う
か
、
基
本
的
知
識
に
欠
け
る

為
か
戦
争
を
生
き
た
世
代
と
比
べ

て
、
「
戦
争
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

力
が
弱
い
か
ら
だ
。
私
が
軍
や
戦

争
の
実
際
を
理
解
で
き
た
な
あ
と

感
じ
た
の
は
、
「
登
戸
研
究
所
」

の
陸
軍
研
究
所
の
組
織
図
を
前
に

し
た
時
で
、
断
片
的
な
知
識
が
納

る
所
に
納
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。
研

究
さ
れ
て
い
た
殺
人
光
線
が
後
に

電
子
レ
ン
ジ
と
な
り
、
展
示
さ
れ

て
い
た
濾
過
へ
ろ
か
）
器
の
当
時

の
使
い
達
等
、
「
技
術
」
に
つ
い

て
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

「
平
和
の
た
め
の
戦
争
屈
」
の

テ
ー
マ
は
、
「
私
の
街
か
ら
戦
争

が
見
え
る
」
だ
が
、
毎
年
か
か
げ

る
こ
の
フ
レ
―
ズ
か
ら
、
実
行
委

メ
ン
バ
ー
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み

取
っ
て
頂
き
た
い
。
小
池
注
さ
ん

は
写
真
パ
ネ
ル
の
冒
頭
に
「
旗
艦

ハ
地
下
壕
ゾ
」
と
か
か
げ
た
。
壕

か
ら
発
信
さ
れ
る
無
限
の
吾
妻
を

少
し
で
も
受
け
止
め
て
も
ら
え
る

展
示
に
し
た
い
も
の
だ
と
思
う
。

さ
て
、
今
年
は
日
吉
台
地
下
壕

か
ら
ど
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
く

で
し
ょ
う
か
？
　
是
非
お
で
か
け

く
だ
さ
い
。

戦
争
展
の
準
備
に
つ
い
て
は
会

員
の
方
々
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
常
に
人
手
が
不
足
し
．
て
い
ま

す
。
資
料
・
パ
ネ
ル
作
成
等
、
手

伝
っ
て
下
さ
る
方
歓
迎
で
す
。
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（9）　話には聞いていたが、とても広く大きい事がわかり、当時は電気や

排水など決適な生活だったのか？長期的な考えで作られたとしたら、

怖い気がした（40代の主婦）。

（10）疎開の経験をした主人との会話から子供達にも話を聞かせておきた

い戦時下の状況だと改めて思った（主婦）。

（11）・日吉電話局が特別な軍の電話局だと軌、ていたが、日吉にこんなに

重要な働きをする壕が作られて居たとは驚きだった（主婦）0

（12）思ったよりずっと整備されしっかりとしたものだっ七ので驚いた。

私は戦争を体験していないし、地下壕を見ても実際のことは想像だけ

では良く判らない。是非教育施設として整備保存をして頂き若い世代

の人達にも多く見てもらいたいと思った。「人を殺す事を計画するた

めに作られたものだ」と言うことを忘れないでいたいと患った0

とても良い見学会であった。感謝！（大学生・女子）

（1）各堤について、プレ1ト、簡単な内容などの表示が出来れば一層よ

いものになるのではないかと思った0大変なことだがその様に希望し

たい（60代、無職）。

（2）行政で保存の措置が出来ることを望みたい（60代・無職）0

（3）慶応大学で保存をすべきだと患う（女子・浪人生）。

（4）地区、大学、防衛庁、各関係官庁などと協力して保存をしてもらい

たい。歴史を残して欲しいから（50代・主婦）0

（5）なるべく今の形に手を加える事のないように0同時に、放置をして

いれば、どんどんと壊れて行くと思うので、きちんと養生をすべきO

難しいだろうがやって欲しい（20代・会社員）0

（6）幹事、ご苦労様e・無為に廃棄をすべきではないと思う。
国の史跡に指定されるとよい（70代・無職）。

（7）各地の壕と有機的に関連づけて保存をして欲しい（40代・教員）。

（8）入り口を公共の場所として早く開設する事、民家から入るのはよく

ない（会社員の男子）。

（9）資料館として戦争中の地下壕の様子が言葉だけでな―く見て知りたい〇

例えば、ここにはベッドがあったと言うところにはこの様なベッドが

置いてあったり、当時の生活が分かるようにしたらいかが？それに、

この地下壕を掘った労働者の事などの説明も（40代の女性）○
（記録・文責・上村）
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『日吉台・地下壕』見学会
アンケ－トの結果報告

下田町文親会のみなさんの地下壕見学の感想です。

紙面の都合で抜粋させていただきました。

見学日　：平成8年3月20日（祭）・午後1時～4時

案内者と説明者：寺田貞治先生（慶応高校の教師）

見学日　：　平成8年5月26日（日）・午後1時～4時O

講　師：谷藤基夫先生（寺田先生の代理として）〇

（1）　戦後51年、それ以前に造られた壕がよく現在まで残っていたもの

だと思う一方、機械類もない時代に構築に要した労力は大変だと患っ

た。構築に動員された方々のご労苦を患い犠牲になった方々のご冥福

をお祈りした。（私は、陸軍で軍隊生活1年、シベリア抑留4年を、

経験した。2度とこの様な戦争のないよう、平和の史跡として後世に

語り伝えて欲しい）・・・‘（60代・無職）

（2）　真っ暗闇で佑かったが歴史の事が判って良かった。紙の上の歴史の

勉強だけでなく、自分の目で歴史の跡を確かめる事が非常に大切な事

だと理解した（10代・女子浪人学生）。

（3）非常にスケ地ルが大きく戦中、戦後と思いがひしひしと感じられ、

感銘を受けた（70代・無根）。

（4）こういう機会がないと地元の事とは言えなかなかきちんと知ること

かできないのが残念だ（20代・会社員）。

（5）こんなところにいてよく指揮が出来たと思った。陸軍の地下壕につ

いても知りたい（40代・教員）。

（6）　大変に厳しい戦争をしたのだと実感した。日本も最後まで戦う意欲

を示した事は我々国民の誇りだ（60代・自営業）〇

（7）当時のものが何もないのでつまらなかった（会社員の男子）0

（8）身近にこれ程の建物がありながら、今の平和な世の中でどれ程の人

達が実際の事柄を知らずに生活をしていることを患うと、様々な意味

で犠牲になられた方々に申し訳なく思う（50代の主婦）。
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連
載
日
吉
台
地
下
壕

当
時
の
関
係
者
の

思
い
出
話
　
1
6

日
吉
の
日
々
　
8

元
海
軍
航
空
本
部
・
中
尉
の
本
田

氏
の
話
を
伺
い
ま
す
。

本
田
直
左
衛
門
親
英
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
　
貞
治
）

上
智
大
学
商
学
部
経
済
学
科
三

年
在
学
中
、
学
徒
動
員
の
た
め
卒

業
が
早
ま
り
、
昭
和
一
八
年
一
二

月
一
〇
日
に
二
七
名
が
海
軍
の
一

四
期
生
と
し
て
入
隊
し
た
。
一
四

期
生
は
三
三
〇
〇
人
い
た
が
、
四

一
一
人
戦
死
し
た
。
二
名
は
沖
縄

で
戦
死
し
た
。
一
四
五
人
が
比
島

に
行
っ
た
が
、
生
還
し
た
人
は
四

～
五
人
し
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

白
菊
特
攻
隊
の
西
村
晃
氏
（
俳
優
）

は
一
四
期
生
で
あ
る
。
上
智
大
や

立
教
大
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル

な
の
で
、
卒
業
生
の
中
に
は
靖
国

神
社
に
お
じ
ぎ
を
し
な
い
人
が
い

て
、
軍
か
ら
睨
ま
れ
て
い
た
。

昭
和
一
九
年
一
〇
月
二
〇
日
に

航
空
本
部
に
転
勤
、
海
軍
省
に
入

っ
た
。
こ
こ
で
は
機
関
学
校
出
身

者
が
多
か
っ
た
。
一
二
月
二
五
日

少
尉
に
昇
進
し
た
。

私
は
、
航
空
本
部
第
一
部
（
補

給
部
）
に
属
し
、
飛
行
権
の
部
品

の
調
達
・
配
分
の
仕
事
を
し
て
い

た
。
発
動
機
と
プ
ロ
ペ
ラ
を
担
当

し
た
。
軍
令
部
の
作
戦
計
画
に
沿

っ
て
工
場
に
部
品
を
発
注
し
、
各

航
空
隊
に
分
け
る
役
割
を
し
て
い

た
。
工
場
は
荻
窪
や
大
宮
に
あ
っ

た
。
当
時
、
エ
ン
ジ
ン
は
回
れ
ば

よ
し
と
し
た
。
航
空
本
部
で
使
っ

て
い
た
道
具
は
ア
メ
リ
カ
製
で
あ

っ
た
。補
給
部
品
や
飛
行
機
は
、
空
輸

専
門
の
一
〇
〇
一
部
隊
・
通
称
ハ

ト
部
隊
に
引
渡
し
た
。
し
ま
い
に

は
こ
の
ハ
ト
部
隊
も
米
軍
に
や
ら

れ
る
の
で
、
直
接
航
空
隊
が
航
空

廠
に
取
り
に
来
た
。
戦
争
末
期
に

な
る
と
、
首
な
し
（
発
動
機
な
し
）

の
飛
行
権
ば
か
り
が
出
来
た
。
最

後
に
は
ベ
ニ
ヤ
板
で
作
ら
れ
た
飛

行
機
も
あ
っ
た
。
航
空
本
部
で
仕

事
を
し
て
い
る
と
前
線
の
様
子
が

よ
く
わ
か
っ
た
。

昭
和
二
〇
年
五
月
二
九
日
、
海

軍
省
が
空
襲
で
焼
け
、
航
空
本
部

も
一
部
焼
け
た
の
で
、
日
吉
に
来

た
。
航
空
本
部
の
第
一
部
（
補
給

部
）
の
五
〇
人
位
が
来
た
。
将
校

二
〇
人
、
下
士
官
二
人
、
理
事
生

三
〇
人
（
女
性
も
含
む
）
で
あ
っ

た
。
タ
イ
ピ
ス
ト
や
補
助
員
の
い

る
理
事
生
は
事
務
を
や
っ
て
い
た
。

航
空
本
部
は
役
所
な
の
で
書
類
が

多
か
っ
た
。

航
空
本
部
の
一
部
の
人
は
現
高

校
校
舎
に
入
っ
た
。
南
側
の
中
庭

に
ガ
ン
ル
ー
ム
（
士
官
・
尉
官
の

部
屋
「
が
あ
っ
た
。
日
吉
の
東
横

線
の
線
路
沿
い
の
墓
地
近
く
に
二

軒
ほ
ど
民
家
を
借
り
、
大
尉
以
下

が
入
っ
て
い
た
。
女
性
の
理
事
生

は
、
近
く
の
住
宅
を
借
り
て
住
ん

で
い
た
。

私
は
1
B
の
東
側
の
地
下
壕
に

入
り
、
毎
日
午
前
八
時
よ
り
午
後

七
～
八
時
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
。

天
井
も
床
も
全
部
コ
ン
ク
リ
ー
ト

で
出
来
て
い
た
が
、
通
路
は
床
が

地
肌
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
電
燈
は

笠
が
つ
い
て
い
た
が
、
裸
電
球
で

あ
っ
た
。
偉
い
人
は
、
衝
立
で
分

け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
以
外
は

向
い
合
せ
で
机
を
並
べ
て
仕
事
を

し
て
い
た
。
ス
チ
ー
ル
ロ
ッ
カ
ー

に
書
類
な
ど
を
入
れ
て
い
た
。
空

気
の
流
通
は
良
か
っ
た
が
、
湿
気

は
多
く
、
机
の
ベ
ニ
ヤ
板
が
は
が

れ
て
き
た
。
地
下
壕
の
出
入
口
は

高
校
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
附
近

に
あ
っ
た
。
地
下
壕
で
は
通
信
状

況
が
悪
く
な
っ
た
。

日
吉
に
来
て
か
ら
は
決
号
作
戦

（
本
土
決
戦
）
の
配
備
が
と
ら
れ
、
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た
い
し
て
仕
事
は
な
く
、
地
方
に

も
余
り
行
く
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

私
と
阿
部
氏
は
忙
し
か
っ
た
。
そ

の
頃
、
三
保
、
神
町
、
松
江
な
ど

に
、
海
軍
だ
け
で
二
〇
〇
〇
機
位

飛
行
機
が
残
っ
て
い
た
が
、
石
油

は
十
分
で
な
か
っ
た
。
瀬
谷
の
地

下
壕
に
は
航
空
部
品
が
一
杯
あ
っ

た
が
、
必
要
な
部
品
が
な
か
っ
た
。

日
吉
で
は
マ
ン
ト
を
着
て
歩
い

て
い
た
。
短
剣
は
邪
魔
に
な
っ
て

持
た
な
い
で
い
た
人
も
い
た
。
短

剣
を
武
士
の
魂
だ
と
思
っ
て
い
た

人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。
日
吉
で

は
爆
撃
に
あ
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
。
既
に
殆
ど
焼
か
れ
た
後
に
移

っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

朝
食
・
夕
食
は
宿
舎
で
食
べ
た
。

朝
食
は
味
噌
汁
に
漬
物
な
ど
。
昼

食
は
藤
原
工
大
の
焼
け
跡
に
建
て

た
建
物
の
ガ
ン
ル
ー
ム
の
食
堂
で

食
べ
た
。
麦
入
り
御
飯
で
魚
・
肉

な
ど
が
出
た
。
夕
食
は
上
等
兵
が

民
間
人
を
雇
っ
て
炊
事
を
し
、
食

糧
は
軍
か
ら
配
給
が
あ
っ
た
。
霞

ケ
浦
の
第
一
航
空
廠
と
は
日
頃
連

絡
が
あ
り
、
食
糧
を
貰
っ
た
。
に

わ
と
り
の
ス
キ
ヤ
キ
を
し
て
食
べ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
夜
は
遅
く
ま

で
食
事
を
し
て
酒
を
飲
ん
で
い
た
。

日
本
軍
に
は
や
た
ら
に
酒
が
あ
っ

た
。
軍
艦
に
も
必
ず
積
ん
で
い
た
。

米
軍
は
軍
艦
に
は
酒
を
積
ま
な
か

っ
た
の
で
、
港
に
着
く
と
良
く
飲

む
の
で
あ
る
。
ザ
リ
ガ
ニ
を
取
っ

て
き
て
、
炭
火
で
串
焼
に
し
て
酒

の
つ
ま
み
に
し
た
。
パ
ン
は
日
吉

に
来
て
か
ら
は
食
べ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
腹
が
減
っ
た
と
い
う
記

憶
は
な
い
。
海
軍
省
に
転
任
し
た

頃
か
ら
、
日
本
は
勝
て
る
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。

日
高
で
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
っ
た
。
鈴
木
貫
太
郎
の
息
子

（
中
佐
）
が
い
て
、
航
空
本
部
の

木
津
川
と
い
う
人
の
敬
礼
の
仕
方

が
悪
い
と
い
っ
て
、
軍
刀
を
抜
こ

う
と
し
た
の
で
皆
で
止
め
た
。

ま
た
、
私
が
予
科
練
の
分
隊
士
だ

っ
た
昭
和
一
九
年
七
～
八
月
頃
、

あ
る
予
備
学
生
が
「
俺
は
指
揮
官

に
な
ら
な
い
。
こ
ん
な
馬
鹿
な
戦

争
を
や
っ
て
必
ず
日
本
は
負
け
る
」

と
い
い
、
殴
ら
れ
て
も
徹
底
的
に

上
官
に
反
抗
す
る
の
で
、
「
彼
の

面
倒
を
み
ろ
」
と
上
官
に
い
わ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日
吉
に
来
た

時
、
東
京
警
備
隊
員
と
し
て
日
吉

に
き
て
い
た
一
等
水
兵
の
彼
に
声

を
掛
け
ら
れ
、
非
常
に
驚
い
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
五

一
号
よ
り
抜
粋
転
載
）

幹

事

会

報

告

第

二

回

六
月
二
四
日
一
九
時
～

フ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー

報
告
一
、
五
月
二
一
日
川
崎
市
職
員
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

見
学
会
二
六
名
参
加

二
、
同
一
七
日
「
9
6
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
i
n
よ
こ
は
ま
」
実
行
委

員
会
参
加

三
、
同
二
六
日
「
川
崎
・
横
浜
平

和
の
た
め
の
戦
争
展
9
6
」
第
二
回

実
行
委
員
会

四
、
同
二
四
～
二
六
日
「
9
6
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
i
n
よ
こ
は
ま
」

開
催
約
千
人
参
加

五
、
同
二
六
日
下
田
町
白
油
全
文

親
会
に
よ
る
見
学
会
二
五
名
参
加

講
師
谷
藤
先
生

六
、
同
二
八
日
「
9
6
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
i
n
よ
こ
は
ま
」
反
省
会

七
、
六
月
四
日
会
報
三
八
号
発
行
、

発
送
八
、
同
五
日
「
9
6
平
和
の
た
め
の
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戦
争
展
か
な
が
わ
」
第
二
回
実
行

委
員
会

九
、
同
一
一
日
「
同
」
第
三
回
実

行
委
員
会

一
〇
、
同
二
四
日
幹
事
会
開
催

一
二
同
三
〇
日
文
化
財
関
係
者

と
今
後
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合

う
　
寺
田
事
務
局
長
参
加
予
定

一
二
、
同
日
「
横
浜
・
川
崎
平
和

の
た
め
の
戦
争
展
」
第
三
回
実
行

委
員
会
予
定

一
三
、
七
月
一
六
日
↓
9
6
平
和
の

た
め
の
戦
争
展
か
な
が
わ
」
第
四

回
実
行
委
員
会
予
定

一
四
、
七
月
二
五
～
二
八
日
「
同
」

開
催
予
定

一
五
、
同
二
七
～
二
八
日
第
七
回

朝
鮮
人
・
中
国
人
強
制
藩
行
・
強

制
労
働
を
考
え
る
全
国
交
流
集
会

予
定

お知らせ

第四回横浜・川崎平和のための戦争展開催にあたり、プレイベント

として下記の見学会を開催します。ふるってご参加ください。

（1）登戸研究所9月7日（土）1時30分

小田急生田駅集合

（2）蟹ヶ谷通信隊地下壕8月31日（土：）10時

蟹ヶ谷バス停集合（東横線綱島駅～南武線武蔵新城駅）

（3．）日吉台地下壕8月31日（土．〉1時

東横線日吉駅集合

なお、資料代500円をいただきます。

（2）（3）の見学希望の方は往復葉書で寺田貞治

（〒223横浜市港北区下田町3～15～27）までお申込下さい。

地下壕は真っ暗の上、水たまりがありますので、長靴と懐中電燈を

ご用意下さい。

96平和のための戦争展かながわ・
成功のために　－みなさんへのお願い

◆とき　　1996年7月25日（木）～28日（日）

＊搬入8　7月25日（木）午前中

＊搬出日　7月28日（日）夜（終了後）

◆時間　　　　　　　　7月25日（木）午後2時～午後7時

7月26日（金）午前10時～午後7時

7月27日（土）午前10時～午後7時

7月28日（日）午前10時～午後5時

◆ところ　　鎌倉芸術館ギャラリ襲（大船駅下車）

◆実行委員長　　弓削　達（前フェリス女学院大学学長）

◆後援　神奈川県／県教育委員会／鎌倉市／神奈川・読売・朝日・毎日・東京・

NHK・TVK


